
災害ごみの処理について確認しましょう
廃棄物対策課廃棄物対策係　☎(64)3241

　約2年前の「令和元年東日本台風」では、本市におい
ても通常の1カ月分以上のごみが一度に発生し、その
処理に膨大な費用と時間が掛かりました。
　災害ごみの処理方法を確認しておき、災害時に備え
ましょう。

「令和元年東日本台風」の災害ごみ

　「災害ごみ」とは、災害の被害により、家庭などで発生するごみのことです。大雨、地震などの災害が
起きると、大量の「災害ごみ」が発生し、その処理には多くの費用や時間が掛かります。
　災害時のスムーズなごみ処理の実現には、適切な分別を行うなど、市民の皆さんのご協力が不可
欠です。
　いざというときのため、「災害ごみ」の処理方法について、改めて確認してみましょう。

●「令和元年東日本台風」の災害ごみの処理について

処理したごみの量

約3,500t以上
※通常時の鹿沼市の
　1カ月のごみ処理量は、
　約2,500tです。

ごみ処理に掛かった期間 約5カ月

ごみ処理に掛かった費用 約3億円

　災害ごみも、通常のごみと同じように分別してくださ
い。分別することで、処理時間が短くなり、処理費用が
低くなります。

災害ごみの分別と種類

●災害ごみの分別例
・生ごみ
・生ごみ以外の燃えるごみ(汚れた衣類　等)
・燃えないごみ(割れた食器、ガラス・金属類)
・壊れた家具
・家具(ソファ・ベッド・たんす・机　等）
・畳

※注意
　災害ごみに乗じての家庭ごみの持ち込みや、指定し
た場所以外の場所(道路・空地等)にごみを捨てるのは
不法投棄にあたり、犯罪行為です。絶対に行わないでく
ださい。

　災害の被害が大きい場合、市が災害ごみの仮置き場
を設置します。なお、仮置き場の設置場所、ごみの置き
場所(分別)、持ち込み時間などは、広報かぬまや市ホー
ムページ、自治会などを通じて周知します。

仮置き場の設置・運営について

　分別した災害ごみは、適切な方法で廃棄しましょう。
なお、事業所のごみは、事業者自らが産業廃棄物として
処理する必要があります。災害時も通常時と同様に、市
は処理を行いませんので、ご留意ください。

●生ごみは「ごみステーション」へ
　原則、災害時も通常のごみ収集は行います。衛生の
ために速やかな処理が求められる「生ごみ」は、普段と同
じようにごみステーションに出してください。
※ 生ごみを優先的に回収するため、不燃ごみ、資源物な

どの収集は一定期間行わない場合があります。
●生ごみ以外のごみは「仮置き場」へ
　生ごみ以外の片付け等で出たごみは、市が設置する
仮置き場へ運んでください。

災害ごみの出し方・捨て方
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都市計画課都市計画係　☎(６３)２２０９

　「屋外広告物」は、看板・立看
板・はり紙などの、常時または一
定期間継続して屋外で公衆に
表示される広告物のことです。
　屋外広告物は、表示する際の
ルールが定められています。
　また、表示する際には市の許
可が必要になる場合がありま
す。許可の基準は、地域や広告
物の種類によって異なりますの
で、掲示する際は、必ず都市計
画係にご相談ください。

屋外広告物とは

９月１日㈬～10日㈮は「屋外広告物適正化旬間」です

汚れたり、
塗料のはがれ
たもの

落下の恐れの
あるもの

交通の安全を
阻害するおそ
れのあるもの

破損したもの

このような状態の屋外広告物は危険です。
適正な管理をお願いします。

あなたの身の回りの看板は大丈夫ですか？

　平成27年２月には、札幌市の飲食店で看板の一部が落下し、近くを歩いていた女性に当たって意識不明の
重体となる事故が発生するなど、近年、屋外広告物の安全確保が問題となっています。
　このような事故を防ぐためには、屋外広告物の安全点検が必要不可欠です。そのため、屋外広告物の設置
者は、定期的な安全点検を行うことを義務づけられています。
　日頃の安全点検と専門家による定期的な点検・メンテナンスを欠かさず行うことで、良好な景観の形成を推
進し、屋外広告物による事故を未然に防ぎましょう。

適切に管理しましょう
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